


































は、637 年 7 月 23 日より祈禱書に対する反対運動が
公然と行われるようになり、反対派の結束と祈禱書反対




6 月 2 日に、契約派は議会を開会し、国制の改革を含む
立法を成立させた。その後契約派は主教戦争に勝利し、
64 年 8 月には国王チャールズがスコットランドに到
来して 640 年 6 月議会の立法を承認した。今回の調査
では、637 年 7 月 23 日から 640 年 6 月 2 日までをス
コットランドの体制転換の過程と捉えて、一定の地域に
焦点を当て当該時期の公式史料の記述に注目した。本稿


























































　祈禱書に対する抵抗の存在を意識して、6 月 3 日枢
密院は、5 日以内にどの教区も 2 冊の祈禱書を備えさ
せるのが、プレスビテリの共同責任であるとした。もし
従わなければ反乱の罪にあたり、逮捕され財産没収され
るとした RPCS, 2-6, pp.448-449。祈禱書の購入ばかりで
なく、実施についても進められた。エディンバラ主教は
7 月 6 日に、一週間後の 23 日にエディンバラ周辺の教
会で祈禱書に従って礼拝が行われるべきと告知した（5）。































　エディンバラの暴動を受けて、枢密院は 7 月 29 日に
祈禱書の施行をいったん中止した RPCS, 2-6, p.490。し
かし主教たちは、2 冊の祈禱書を購入させる枢密院の布
告を 8 月 0 日に強行する決定をした。これに対する反
対請願や貴族、ジェントリ層の反対意見を受け、枢密院
































































ちかえり、 月 5 日の再会を約した Revolution, p.73。
パース
　今回の調査対象の中で、最初に祈禱書反対の請願に関
する記述が見えるのは、637 年 9 月 3 日のパースプ
レスビテリ記録、次いで 9 月 8 日のダイサートキルク・




　 パ ー ス プ レ ス ビ テ リ は、20 の 教 区 か ら な り




















の 0 月 8 日の請願に都市代表三名が署名している
Supplication, p.374。参事会記録から確認できる動きの
最初は、 月 7 日である。都市代表としてギルド長の
トマス・ダラムがエディンバラに送られることになっ
た記事である。目的は、 月 3 日に開催される「都
市の集会」出席である。そこでは、「祈禱書、カノン
書、教会の基本法と現在の教会統治についての請願の
署名について」論議されることになっていた Perth and 


















た Letters, Vol., p.30。さらに治安判事であったウィリ














た Fasti, Vol.2, Part 2, pp.534-535,537。ローは、644
年にはエディンバラの牧師の一人となっている Urban 










ン（在職 627-65） Fasti, Vol.2, Part 2, pp.54-55、第
二牧師はロバート・ダグラスであった CH2/224//242。
ダグラスは、638 年 6 月に国王代理ハミルトンがダル
キースに来た時、その面前で主教制排撃の説教をおこ
なった Letters, Vol., p.86。同年の教会総会で立法準備






















活動が始まった時期の 0 月 9 日、カーコーディプレ
スビテリ記録は、「牧師たちは祈禱書反対の請願に満足
し喜んで署名した」と残した CH2/224//220。この請
願の内容は当日でなく、638 年  月 8 日付で記録さ
れている CH2/224//224。これは前述した 0 月 8
日の反対請願と同内容である。
スターリング
　9 月 9 日のカーコーディキルク・セッション記録に続
くのが、9 月 25 日のスターリング市参事会議事録である。
「この共同体のために、この市の市長、ベイリと参事会
の名において」以下を内容とする請願を認めた、との内











市エアのものとほぼ同じである RPCS, 2-6, p.700。続いて
スターリング市参事会は、0 月 3 日の記事として、市
長ら三人の都市当局者を都市代表として枢密院への請願
を決定したと記す Stirling Extracts, p.78。請願の事実




Stirling Council Archives Service, CH2/722/5/338-339、




年 9 月 8 日に王から治安判事に任命されている RPCS, 
2-5, p.382。スターリングプレスビテリの動きは見えづ
らい。プレスビテリの公式記録と外部からの情報が食




リ は 賛 同 し て い る Stirling Council Archives Service, 
CH2/722/5/288。祈禱書反対の記事は全く見られな






























になった CH2/77//56。637 年 5 月 7 日の長老リス
ト CH2/77//55 から、3 人とも当該教区の長老とわか






















収められて、印刷史料となっている RPCS, 2-6, pp.700-6。













は Fasti, Vol.2, Part 2, pp.540,545,549-550, 558） 。これ
らに加え、それぞれ二人の牧師をもつダイサートとカー










1637 年 11 月中旬の請願運動
　0 月の場合には、0 月 7 日までに王の返答がある
との情報が流れたので、人々が首都に請願に来た。しか




である。0 月 8 日に暴動に襲われたエディンバラ市
長とギャロウェイ主教は、「少しの人数で交渉してほし
い」といった。その言葉を捕らえて請願指導層は、請願


















同に会する委員会を構成し  月 6 日に活動を始めた。
王からの回答が来たら枢密院はこの委員会に連絡し、委
員会はその出身身分からさらに地域社会へと情報を伝え




　バーンタイランド市参事会は、すでに 0 月 8 日の
請願に参加している Petition, p.426。しかし市参事記録
における請願活動への言及は、 月 7 日が最初である。









　モントローズ市参事会も、すでに 0 月 8 日の請願
に参加している Petition, p.426 が、市参事記録におけ





な書き方にとどめた Angus Archive, M//60。ダイ













る都市が他の身分も集まる予定の  月 5 日に先駆け
て、3 日に総会を持っていたことが明らかになった。
1637 年 12 月の請願運動
　 月末にエディンバラにとどまっている委員会から、













く、4 人の貴族は各身分の代表 4 名ずつと会い、そこで
の決定や忠告を出身母体に連絡する方式で運動を進めた。











なった Charles I, p.70。




CH2/299//367。スターリング市参事会は 2 月  日
に市長であるウェルトンのトマス・ブルースを代表に
選んだ Stirling Extract, pp.78-79。パース市参事会は




し合うため、王の答えを聞くため」Perth and Kinross 











めて 638 年の 4 月に主教の介在なく牧師を叙任した最
初のプレスビテリである（4）。しかもその牧師は、640
年代契約派の指導的な牧師として活躍するジョージ・ギ






た。セント・アンドルーズ大学に進学し 29 年から 3
年までカーコーディプレスビテリの神学奨学生となって
いた。弱冠 24 歳の彼は 37 年夏『イングランドの法王
















市参事会は 9 月 26 日に請願者側に身を置くことを決定
していたことが挙げられる。 月 5 日エディンバラ市参
事会は彼をウィムズの教会の牧師に推挙した（6）。












 月 8 日の記事は次のように言う「彼 [= ギレスピ ] は、
牧師たちに十分な満足を与えたので、喜んで牧師たちは
その証明としてギレスピへの是認を出し、書記をして議
長に書き送らしめる」CH2/224//223 と。2 月 5 日
時点では既にギレスピがプレスビテリに参加して活動し
ていたことをうかがわせる CH2/224//226。
1638 年 2 月中旬から下旬の請願運動
　エディンバラの枢密院の代表としてトラクエア伯が一
月後半にロンドン宮廷に召喚された。ロンドンを出発し

































のである Revolution, pp. 79-84;Chales I, pp.7-73。
　各地の記録ではこの時期に何が書かれていたであろう
か。
　パース市参事会は、2 月 2 日「祈禱書とカノン書、
高等宗務裁判所についての王の意志を知るため」Perth 





を知るため、他の都市代表と会合するため」2 月 23 日
に派遣を決定している Angus Archive, M//65-66。
パース市参事会は 2 月 25 日に再度 3 人の代表の派遣










が経緯を詳しく語っている。637 年 8 月時点でラナー
クプレスビテリの議長はカーステアーズ教会の牧師ジョ
ン・リンジで 2 の教区を包摂していた Fasti, Vol.2, 
Part 2, pp.307-355。
　637 年 8 月 3 日の記録は、この日以前にグラスゴー
大主教が祈禱書を各教会が二冊ずつ買うよう命じる手紙












































　638 年 2 月 8 日の説明を踏まえると、主教批判のニュ












Fasti, Vol.2, Part 2, pp.37-38。彼とともに席を立っ
たレスマハゴーの牧師ロバート・ハミルトンは 634 年
枢密院によってラナーク州の治安判事に任命されてい




Vol.2, Part 2, p.307。チャールズ親政期のラナークプレ
スビテリは、思想的に正反対の牧師を含んでおり、実
際分裂含みで事態は推移していた。このような状況下
で、2 月 8 日の記事は、祈禱書反対の立場からプレスビ
テリとしてまとまった請願活動ができなかった無念さを
映し出しているといえよう。たしかにラナーク市参事
会の側は、0 月 8 日の請願に署名していたのである
Supplication, p.374。












































































していた CH2/224//228。彼は 635 年に枢密院より
任命されて治安判事の役職を得ていたことを記しておく
RPCS, 2-6, p.3。　　



































新が確認されたのは 4 教区 となっている。














名を乗せている Angus Archive, M//66-67。
ラナークプレスビテリと国民契約
　ラナークプレスビテリでは、請願派と反請願派の間で
内紛があったのをすでに見てきた。2 月 8 日以来ラナー
クプレスビテリの記録を手中にしていたのは、請願派で
あったが、この日で内紛が終わったのではないようだ。
3 月 5 日のプレスビテリは、次回のプレスビテリへの
全員出席を呼びかけているが、その余白にラナーク市参
事会のベイリとのいきさつを記している。なおこの参

















































































































という動きがあることを察知していた。3 月 8 日にセッ
ション記録に記されたのは、長老側の主張であった。
　一方、バーンタイランド市参事会は 2 月 28 日エディ
ンバラで国民契約が初めて署名された際、代表を首都





















B9/2/7/25。4 月 3 日の市参事会記録では、2 日後の

















る RPCS, 2-6, p.707。5 月  日の市参事会は、マイケル
スンが事態を受け入れたとする友人からの報告を得た
B9/2/7/27。








　5 月から 6 月にかけてのセッション記録は次のように
なっている。5 月 3 日、5 月 20 日、5 月 27 日、6 月 3 日、




















































　5 月 6 日のパースプレスビテリは、「エディンバラで
来る 29 日開かれる会議のため」として、4 人の代表を
送る決定をなすと同時に 2 週間後（30 日）の断食を決






というのが目的であった Perth and Kinross Council 
Archive, B59/6/2/34A。5 月 28 日のスターリング
市参事会は、市長をはじめとする三人の参事会員を市の
代表としてエディンバラに派遣することを決定した。目
的は「6 月 2 日に貴族、ジェントリ、都市、牧師の集会
があるから」で、この集会の目的は、「この国の混乱を




ていた Stirling Extract, p.80。































































いては、0 月 8 日時点でそれを公式記録に載せない
で動いていたパース、モントローズ、バーンタイランド
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